
業界ごとのセールスポイント（メリット） 

◆セールスポイント◆ 

・座ったまま、寝たままで瞬速洗髪。 

・たった３分と１リットルの水でキレイに 

（使用方法解説動画の男性髪量の場合） 

・洗う方は時間が短く、洗われる方はとても気持ちが良く、お互いに負担がありません。 

・垂直に吸い込みトニックシャワーと言われる程の爽快感 

・理美容師からは垂直吸いこみはデトックス効果があると評価してもらいました。 

・シャワーヘッドにスポンジを付ければ、身体も洗えます 

・ご家庭の掃除機と接続してお使いいただけます（適合条件有り） 

・一滴の水もこぼれない特許構造の洗浄ヘッド 

・１リットルという圧倒的に少ない水量での洗髪ができる。 

・一般的なシャワーを３分流すと３６リットルの水が必要。（東京都水道局調べ） 

・ブラシとスポンジは古くなれば交換可能できて、感染症対策としても衛生的に使えま

す。 

 

姿勢を問わずにシャンプーできるので障害など多様な問題を抱えている方を手間なく

広く洗髪できるようになります。 

 

用途は広いです。 

介護施設・入院時・寝たきりの方・美容室・朝シャン・災害時の洗髪・ペット用・老犬

介護・風呂嫌いの子供用・ヘアカラーも部屋で可能・訪問理美容・オートキャンプ用・

小学生の子供に多いシラミ対策・工事現場用・マリンスポーツ後用・災害場所に出る自

衛官用・着ぐるみ用・各種スポーツ後用 

頭が洗えるというだけで開発されたルームシャンプーですが、広いマーケットで使えま

す。 

 

準備お手入れ簡単。介護の洗髪は通常、準備と後片付けに時間がかかりますが、ルーム

シャンプーはとても簡単で短時間です。 

洗髪だけですと従来の１／３の時間で可能です。 

 

 

 

 



 

 

◆ターゲットユーザー◆ 

「在宅介護・訪問介護」 

・介護者の負担を減らす 労力だけでなくその時間が圧倒的に短くなる 

・身体は拭けても頭は拭けない 

・短時間・カンタンだから毎日シャンプーしてあげられる 

・ドライシャンプーでは汚れは落ちないし気持ち悪い 

・ベッドで寝たきりの方でもシャンプーできます 

・お風呂に連れていかなくていい → 危険でなくなる、大幅な時短になる 

・短時間でシャンプーできるのでお年寄りの体力の負担の心配が減る 

・洗う方も洗われる方も負担が少ない 

・風呂嫌いなお年寄りも多いが、ルームシャンプーなら服を着たまま大丈夫。 

・本当に気持ちいい 

・頭の酸化したような臭いがなくなる 

・完全にシャンプーしなくともお湯だけでルームシャンプーしても良い 

・病気や体力などでお風呂に入れない状況も多い 

・寒いお風呂に行きヒートショックで亡くなる場合もある 

・コミュニケーションが増える 

https://guardner.jp/roomshampoo/lp01/ 

 

以下関連商品の「やわらかくび湯たんぽ」について 

・やわらか湯たんぽが暖かくて気持ちいい。 

→ お年寄りは気持ちいいのでルームシャンプーがしやすい。 

・寒いときは、お年寄りは寒さに弱いのでやわらか湯たんぽは必須になる。 

・やわらか湯たんぽは、肩にかけてやることだけで「おもてなし」になり 

ほとんどのお年寄りは喜ぶ。 

 

「病院・介護施設」 

・週に平均 2回しか洗ってない 

・ICU は動けない人が多いためにルームシャンプーは必須アイテム。 

・顔、眼の手術のあとは間違いなく頭は洗えないのでルームシャンプーが必要 

・切迫早産は入浴禁止が多い。体力もないし、仮に風呂に行けても頭の髪の毛を 

https://guardner.jp/roomshampoo/lp01/


前に垂らすような洗い方はできない。 

・手術後含め、入院患者は頭が洗えない 

・特養（特別養護老人ホーム）は設備が整っているが、お風呂に入れないお年寄りや 

 入りたがらないお年寄りが多い。  

・スタッフのマンパワー不足 

・設備投資をしないで、低価格（5万円）で髪が洗える。 

・効率化による人件費削減、離職率低減 

・病院の入院患者のほとんどは洗髪回数が少なく、頭のカユさで苦しんでいる。 

・入院患者は頭を洗っていないのでお見舞い客に会いたくないという人が多い。 

・お風呂嫌いな方も洗髪が「ながら」（トランプ・将棋・麻雀等）で出来る。 

 

 

「車椅子ユーザー」 

・車椅子に座ったままでシャンプーができる。 

・やっぱり家族の協力がないと入浴は難しいことが多い。 

・ルームシャンプーを使えば上半身はしっかりしているので自分自身で洗髪可能。 

・車椅子マラソン、車椅子バスケットなど車椅子でスポーツをしている方が気軽に 

汗を流すことができる。 

・ルームシャンプー出あれば、自分自身で洗髪が出来る。 

 

「理美容室」 

・姿勢を問わずにシャンプーできる 

・車椅子の客など多様なお客様を受け入れられる 

・車椅子から専用椅子への移乗事故が無くなる、介護知識不要 

・シャンプー時の仰向け、うつ伏せの必要無し 

・仰向けのバックシャンプーのスタイルですがお年寄りは背中が曲がっている 

方が多く、無理に寝せると痛みを発生させます。頸椎圧迫の危険もあります。 

また、首を反らせることで血管が圧迫され脳卒中を発症するリスクがあり大きく 

報道されました。「美容院脳卒中症候群」 がなくなり安全です。 

・そのような方は前傾のうつ伏せの形態にもなれない。 

・カートを使えば、移動がラクチンで作業性が良くなります。 

 

 



「訪問理美容」 

上記に加え、 

・全ての理美容師がシャンプーに困っている。 

・シャンプーメニューを増やせる 

・カット＋ヘアカラー＋シャンプーのフルコースで従来９０分かかっていたのが、 

ルームシャンプーとクイックカラー使用して４５分でできるようになった。 

・クイックヘアカラーメニューを増やせる 

・ヘアカラーを流すのに通常は大量の水（２０リットルタンク分）が必要でそれを 

 お客様の家では捨てにくい。介護施設などでのヘアカラー複数人数対応ができない。 

・今まではカットだけで終わっていたので客単価が３０００円くらいで安い。 

・客単価アップのためにカット＋ヘアカラー＋シャンプーで８０００円くらいになる。 

・施設訪問時の大量施術も効率化 

・切った髪の毛を吸い取れる 

・ルームシャンプーは価格競争が激しい訪問理美容の頼もしい味方です。 

 

「お風呂嫌いの児童・シラミ対策」 

・お風呂を嫌がる幼児の頭を簡単に洗える 

・物理的に垂直に吸い取ることでシラミの除去にも 

・ルームシャンプーでの洗髪が楽で気持ちいいので、リピーターになる確率が高まる。 

 

「ペット：老犬介護など」 

・お風呂に行かずに部分洗い可能 

 一ヶ月に１度はしっかりお風呂でシャンプーしていつもは、汚れやすい「おなか」 

「デリケートゾーン」と「足先」を重点に、あとはそのとき洗えるところだけ洗う。 

・ワンちゃんも大事な家族、最後まで清潔に 

・ノミ・ダニを垂直に吸い取る 

・ルームシャンプーでブラシングする事でマッサージ効果もプラスアルファ。 

 

「防災・被災地」 

・避難所で仮設お風呂が無くても頭が洗える 

 仮説お風呂ができるのは、災害が起きてからだいたい５日以降です。 

・お風呂は回数が少ないので特に子供はシラミなどを発生させることが多い。 

・電気さえあれば少ない水で頭を洗える ペットボトルの水で洗えます。 



・被災地で困っているのはいつも「水」です。 電気は発電機で起こせます。 

・暑い時期には水使用で頭部を冷やし熱中症対策としても有効です。 

・精神的負担が大きくなっている中で、リラックスする事がたやすくなる。 

・夏場の熱中症対策にも活用できます。 

 

 

 

 


